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「 纏向」形成勢力で議論白熱

桜

井

で
歴

史

フ
ォ
ー
ラ

ム

「
女
王
卑
弥
呼
の
国
を
探
る
」

卑
弥
呼
の
居
館
だ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
大
型
建
物
跡
が
昨
年
‖
月
に
発
見
さ

ま
き
む
く

れ
た
邪
馬
台
国
の
有
力
候
補
地
、
桜
井
市
の
纏
向
遺
跡
を
テ
ー

マ
に
し
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
「
女
王
卑
弥
呼
の
国
を
探
る
i

n
桜
井
」
が
12
日
、
同
市
粟
殿

の
桜
井

市
民
会
館
で
開
か
れ
、
古
代
史
の
専
門
家
ら
が
、
国
内
最
初
の

〝
都
市
″
と
も

さ
れ
る
「
纏
向
」
を
形
成

し
た
勢
力
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
を
展
開
し
た
。

卑

弥
呼

や
纏
向
遺
跡

に

つ
い
て
意

見
を
交
わ
す

パ

ネ
リ

ス
ト
た
ち

＝
桜
井
市

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
桜
井
市
の
知

名
度
ア
ッ
プ
と
観
光
客
の
誘
致

を
目
的
に
、
平
成
19
年
か
ら
市

が
東
京
で
毎
年
開
催
し
て
い
る

が
、
今
年
は
平
城
遷
都
1
3
0

0
年
記
念
事
業

の

〓
環
と
し
て

地
元
で
初
開
催
。

寺
澤
薫
・
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所
総
務
企
画
部
長
の
基
調

講
演
「
卑
弥
呼
は
纏
向
に
い
た

か
？
」
な
ど
に
続
き
、
俳
優
で

ア
マ
チ

ュ
ア
考
古
学
者
の
苅
谷

俊

介
さ

ん

の
司

会

進
行
に

よ

る

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

が
行
わ

れ

た
。出

土
し
た

土
器

の
種

類

か

ら
、
全
国
か
ら
人
が
集
ま

っ
て

い
た

こ
と

が
分

か

っ
て
い

る

「
纏
向
」
に
つ
い
て
、
柳
田
康

雄
・
国
学
院
大
文
学
部
教
授
は

「
九
州
北
部
に
あ

っ
た
と
さ
れ

る
イ
ト
国
が
3
世
紀
初
頭
に
纏

向

へ
移
り
、
卑
弥
呼
を
擁
し
て

打

ち
立

て
た
」

と

主
張

。

一

方
、
福
永
伸
哉
・

大
阪
大
大
学

院
教
授
は
「
近
畿
の
勢
力
が
主

導
し
、
東
海
か
ら
九
州
ま
で
の

勢

力
を
結

集
さ

せ

て
誕
生

し

た
」
と
反
論
し
た
。

纏
向
遺
跡
を
生
か
し
た
桜
井

市
の
活
性
化
策
に

つ
い
て
も
議

論
が
お
よ
び
、
柳
田
教
授
は
吉

野
ヶ
里
遺
跡
（
佐
賀
県
）
な
ど

を
例
に
挙
げ
、
「
遠
方
か
ら
で

も
観
光
客
を
集
め
ら
れ
る
よ
う

な
復

元
建

物
を

建

て
て
み

て

は
」

、
福

永
教
授

は

「
『

櫨

向
』
や
『
邪
馬
台
国
』
の
名
を

冠
し
た
散
策
路
を
設
定
し
て
み

て
は
」
と
提
案
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
聴
講
し
た
桜

井
市
浅
古
の
主
婦
、
石
田
正
子

さ
ん
（
65
）
は
「
地
元
に
住
ん
で

い
る
が
、
あ
ま
り
纏
向
遺
跡
の

こ
と
を

勉
強

し
た

こ
と

は
な

く
、
卑
弥
呼
や
邪
馬
台
国
に
関

心
を
持

つ
良
い
き

っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。


